
農地利用状況調査における
の活用について

豊田市農地利用最適化推進委員 磯村貴史

■農業関係でもドローンを利用する事例が多くなっ
ています。全国農業新聞でも、ドローンを活用して
農地利用状況調査をする事例が紹介されています。
■もともと映像関係には興味があり、得意でしたの
で、早速ドローンを仕事で活用している友人に依頼
して推進委員の活動調査に取り入れてみました。３
年前のことです。
■現在は、自分のドローンを使用して、農地利用状
況調査に活用しています。この事例を紹介します。



平成３０年８月３日 佐賀県鹿島市

全国農業新聞に紹介されたドローン活用事例

平成３０年５月２５日 香川県さぬき市



私が現在推奨するドローン

DJI MINI 2

【特徴】
超軽量、折り畳み設計 199ｇ
最大伝送距離 6Km
最大飛行時間 18分
超高画質４K動画

■ドローンは、基本的に２人で
操作する定めになっています。
基礎的な研修を受けないと、技
術的な観点から操作は困難です。
■現在、ここに紹介するような、
重量が200ｇ以下のドローンは、
無人航空機から除外され航空法
の規定が適用されません。自分
一人でも飛ばすことが可能です。
■しかし、基礎的な知識と技術
は習得する必要があります。機
体の価格は１０万円程度です。
■農業委員会の公務では、航空
法の規定の尊重や、各自治体の
条例等の規制、モラルを順守し
て活用することが重要です。



全国農地ナビ
運営・管理団体である「全国農業委員会ネットワーク
機構」が、農業委員会等と公表事務にかかる委託契約
を結んだ上で、農地法に基づき農地情報をインター
ネット上で公表するサイトです。

調査に活用しているツール

Google マップ
通常のマップですが、地形を立体的に３D表示できる航
空写真や距離などを計ることもできます。

ドローン
現在は飛行するための免許はいりません。１０万円以

下でも購入することができます。

カメラ
農地の様子を撮影します。

農地利用状況調査図
農業委員会から配布される農地の地図



具体的な活用事例 1

令和３年７月
令和３年２月

【四郷町千田の荒廃農地の解消事例】

状況変化を空撮により確認



【御船町の東山畑地区の農地パトロール】

この地区は周囲を林に囲まれており、道路からは見通し
の悪い地形のためドローンで撮影しました。

具体的な活用事例 ２



グーグルマップの３D表示の活用

CTRLキーを押しながら、マウスをドラッ
グ（動かす）ことにより、自由な方向、高さ
から地形を確認できます。
ドローンの飛行のために周囲の状況の確認

は不可欠です。

「耕作者」ごとに〇が色分けされます

画面の下にスクロールすると選択した農地の詳細が右
のように見えます

現地調査の前の下調べ

全国農地ナビの活用



■ドローンは全方位による視覚で確認できるので、正確な判断結果が
得られます。
■現地で必要以上に歩き回ることがなく、短い時間で沢山の件数を調
査できることです。
■帰宅後に、撮影した動画・静止画の道路や建物などの位置と農業委
員会の農地利用状況調査図を見比べることにより、調査結果を後でま
とめて容易に判断することができます。

ドローンによる農地利用状況調査の利点

ドローンの空撮映像 農業委員会の農地利用状況調査図


